
令和 6 年度事業報告書 
自 令和 6 年 4 月 1 日 

至 令和 7 年 3 月 31 日 

 

本事業年度における事業の概要は、次のとおりです。 

 

 

１ 配合飼料価格差補てん事業 

《畜種別契約数量》 

畜  種 
令和 6 年度（当初） 令和6年度（変更後） 

加入者数(件) 契約数量(ｔ) 加入者数(件) 契約数量(ｔ) 

乳 牛 用 74 15,937 73 15,872 

肉 牛 用 736 288,017 729 287,094 

豚 用 151 555,135 148 551,506 

採 卵 鶏 用 26 191,618 26 191,618 

肉 用 鶏 用 15 515,829 15 515,829 

う ず ら 用 等 1 80 1 80 

合 計 1,003 1,566,616 992 1,561,999 

 

  《契約解約等及び基金間移動の状況》 

期別等 事由 
乳牛用 肉牛用 豚用 採卵鶏 肉用鶏 合計(増減) 

件数 

(件) 

数量 

(ｔ) 

件数 

(件) 

数量 

(ｔ) 

件数 

(件) 

数量 

(ｔ) 

件数 

(件) 

数量 

(ｔ) 

件数 

(件) 

数量 

(ｔ) 

件数 

(件) 

数量 

(ｔ) 

第２四半期 
以 降 

廃業 0 0 -3 -121 -1 -3 0 0 0 0 
-4 -3,324 

その他 0 0 0 0 0 0 (※1) 0 -3,200 0 0 

第３四半期 
以 降 

廃業 0 0 -2  -52 -1 -100 0 0 0 0 
-5 -902 

その他 0 0 -2 -750 0 0 0 0 0 0 

第４四半期 
以 降 

廃業 -1 -65 0 0 -1 -45 0 0 0 0 
-2 -391 

その他 0 0 0 0 (※1) 0 -281  0 0 0 0 

基金間移動 
(第 3 四半期以降) 

転出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

転入 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合計 (増減 )  -1 -65 -7 -923 -3 -429 0 -3,200 0 0 -11 -4,617 

     (※1) 天災による数量変更のため、件数の減少はなかった。 

 

《通常補てん積立金の徴収状況》 

期  別 
契 約 数 量（ｔ） 積 立 金（円） 

当 初 変更後 単 価 徴収金額 

第 １ 四 半 期 390,592 390,592 800 312,473,600 

第 ２ 四 半 期 380,587 379,571 800 303,656,800 

第 ３ 四 半 期  405,361 403,519 800 322,815,200 

第 ４ 四 半 期 390,076 388,317 800 310,653,600 

合 計 1,566,616 1,561,999  1,249,599,200 

 

 



 

《飼料価格差補てん金の算定》 

年度 期 別 
平均輸入原料 

価格（円） 

基準輸入原料 

価格（円） 

差額 

（円） 

補てん金単価

（円／t） 

R6 

第１四半期 47,518 52,281 －4,763 0 

第２四半期 47,247 50,504 －3,257 0 

第３四半期 42,856 48,762 －5,906 0 

第４四半期 45,643 46,537 －894 0 

（注）１．補てん金の限度額は、当該四半期の平均輸入原料が直前1年間に係る基準輸入原料価格を上回る額である。 

          ２．補てん金額は、補てん金の限度額を50円単位で切り捨てた額で、250円未満は「0」である。 

            なお、通常価格差補てん金の最低限度額については、令和7年度第1四半期より500円に変更された。 

 

《価格差補てん金の交付状況》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）１．補てん金の発動はなかったため、分割交付分のみの交付。 

２．R5 年度第 3 四半期発動の通常補てん金については 2 分割交付。 

 

 

２ 鹿児島県配合飼料価格高騰対策緊急支援事業（県） 

新型コロナウィルス感染症拡大や国際情勢等による配合飼料価格の高騰が畜産経営に及ぼす影

響を緩和するため、配合飼料価格安定制度に加入している畜産生産者の負担を軽減することを目

的として、鹿児島県が配合飼料価格安定制度における加入生産者の令和 6 年度の積立金 800 円／t

のうち 200 円／t を補助する事業。 

交付対象 995 件、対象数量 1,561,991 トンに対し、令和 7 年 2 月 3 日に 312,398,200 円を交付

した。 

 

 

３ 肉用牛肥育経営安定交付金制度 

《負担金等》                            （単位：円／頭） 

項 目 
生産者 

負担金 

負担区分 

生産者 鹿児島県 

肉 専 用 種 6,000 5,300 700 

交 雑 種 13,000 12,690 310 

乳 用 種 10,000 9,540 460 

 

単価 単価

(円/t) (円/t)

376,203,277 1,057 397,646,653 － 0 397,646,653

365,307,151 400 148,912,634 － 0 148,912,634

389,700,373 627 244,341,950 － 0 244,341,950

790,901,237 0 790,901,237

R6

第1
933 363,383,161 1,450 526,905,542 － 0 526,905,542 R6.8.16

1,317,806,779 0 1,317,806,779合計

期別
分割交付

対象四半期

計

R5第2四半期-④

交付日
金額(円) 金額(円)

R5

第4

R5第1四半期-④

984 R6.5.16R5第2四半期-③

R5第3四半期-②

交付

件数

対象数量

(kg)

通常補てん金 異常補てん金 補てん金合計

(円)



 

《個体登録頭数》                            

 
生産者 

(戸) 

個 体 登 録 頭 数 (頭) 

黒毛和種 褐毛和種 その他 乳用種 交雑種 一産取り 計 

協会 93 40,048 1 2 461 1,403 550 42,465 

県 340 91,467 1 9 467 3,818 550 96,312 

対県 27.4％ 43.8％ 100.0％ 22.2％ 98.7％ 36.7％ 100.0％ 44.1％ 

 ※生産者負担金等 262,563,850円を徴収し、公益社団法人鹿児島県畜産協会へ納付した。 

 

《補てん金の交付状況》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                

※交雑種は一産取りを含む。 

 

 

４ 肉用子牛生産者補給金制度 

《保証基準価格、積立金》                            （単位：円／頭） 

項目 
保証基準 

価  格 

合 理 化 

目標価格 

積  立  金 

計 国 県 生産者 

肉専 ( 黒毛 ) 564,000 444,000 1,600 800 400 400 

肉専 ( 褐毛 ) 514,000 404,000 6,000 3,000 1,500 1,500 

肉専(その他) 328,000 258,000 18,800 9,400 4,700 4,700 

乳 用 種 164,000 110,000 6,800 3,400 1,700 1,700 

交 雑 種 274,000 216,000 3,200 1,600 800 800 

 

頭数
(頭)

単価
(円)

金額
(円)

頭数
(頭)

単価
(円)

金額
(円)

頭数
(頭)

単価
(円)

金額
(円)

頭数
(頭)

金額
(円)

合計 38,941 1,032,373,064 2,567 15,944,668 433 17,777,190 41,941 1,066,094,922

月

肉専用種 交雑種(一産取り含む) 乳用種 合計

4月 3,505 0.0 0 258 399,4510.0 0 21 19,021.5 399,451 3,784

836,330 3,019 103,706,519

6月 3,089 48,271.5 149,110,647 185 23,265.9 4,304,186 24 41,036.4 984,872 3,298 154,399,705

5月 2,820 36,478.8 102,870,189 175 0.0 0 24 34,847.1

7月 3,444 37,988.1 130,830,983 214 141,299,499

8月 3,079 68,218.2 210,043,808 247 3,827.7 945,438 53 53,992.6

38,994.3 8,344,777 43 49,389.3 2,123,739 3,701

2,857,897 3,379 213,847,143

2,136,656 3,423 199,920,195

10月 3,186 70,141.5 223,470,807 288 225,536,7163,477.6 1,001,547 25 42,574.5 1,064,362 3,499

9月 3,139 62,578.8 196,434,819 243 5,550.3 1,348,720 41 52,113.6

1,995,030 4,121 21,606,841

12月 3,661 0.0 0 186 0.0 0 49 40,308.3 1,975,106 3,896 1,975,106

11月 3,827 5,124.6 19,611,811 244 0.0 0 50 39,900.6

1月 2,965 0.0 0 189 1,384,203

2月 2,970 0.0 0 175 0.0 0 34 32,234.4

0.0 0 26 53,238.6 1,384,203 3,180

43 21,478.5 923,575 3,462 923,575

1,095,969 3,179 1,095,969

3月 3,256 0.0 0 163 0.0 0



 

《個体登録頭数》 

 生産者 

(戸) 

個 体 登 録 頭 数 (頭) 

肉専用種 乳用種 交雑種 計 

協会 9 5,500 16 536 6,052 

県 7,468 94,759 18 1,765 96,542 

対県 0.1％ 5.8％ 88.9％ 30.4％ 6.3％ 

 

《補給金の交付状況（令和 6 年 1 月～12 月》              (単価：頭、円) 

期 間 品種区分 
県全体 

交付頭数 

当協会 

交付頭数 
単価 

県全体 

交付額 

当協会 

交付額 
平均価格 

令和6年 

1月～3月 

黒毛和種 0 0 - 0 0 562,200 

その他肉専用種 0 0 - 0 0 232,100 

交 雑 種 0 0 - 0 0 347,700 

乳 用 種 0 0 - 0 0 173,600 

4月～6月 

黒毛和種 22,857 987 22,600 516,568,200 22,306,200 541,400 

その他肉専用種 0 0 - 0 0 － ※2 

交 雑 種 0 0 - 0 0 318,500 

乳 用 種 0 0 - 0 0 177,500 

7月～9月 

黒毛和種 23,340 1,065 65,100 1,519,434,000 69,331,500 498,900 

その他肉専用種 0 0 - 0 0 ― ※2 

交 雑 種 0 0 - 0 0 299,600 

乳 用 種 0 0 - 0 0 196,900 

10月～ 

12月 

黒毛和種 23,322 1,131 42,100 981,856,200 47,615,100 521,900 

その他肉専用種 0 0 - 0 0 ― ※2 

交 雑 種 0 0 - 0 0 329,400 

乳 用 種 0 0 - 0 0 201,300 

合 計 

黒毛和種 69,519 3,183 - 3,017,858,400 139,252,800 - 

その他肉専用種 0 0 - 0 0 - 

交 雑 種 0 0 - 0 0 - 

乳 用 種 0 0 - 0 0 - 

※1 平均価格：農水省告示額（消費税込み） 

※2 その他肉専用種の平均価格は１年間（令和 5 年 4 月～令和 6 年 3 月）で算定 

 

 

５ 優良和子牛生産推進緊急支援事業 

第 1 四半期のブロック別平均価格は 536,117 円、第 2 四半期は 484,835 円、第 3 四半期は 501,641

円で 3 万円が、販売頭数に応じて子牛基金と同時に交付された。 

当事業については 4 経営体が参加している。 

 

 

６ 優良繫殖雌牛更新加速化事業 

   5 経営体・奨励金対象頭数 125 頭で交付申請し、増頭実績に応じて 4 経営体・対象頭数 58 頭に対し

6,150千円の奨励金が交付された。 

 

販売： 88 

保留：899 

販売： 85 

保留：980 

販売：135 

保留：996 

販売： 308 

保留：2,875 



 

７ 畜産環境整備リース事業 

（1）堆肥保管施設整備リース事業（1/2 補助付きリース） 

令和 6 年度末現在、10 件が借受中。 

 （2）畜産環境整備リース事業（経営リース） 

令和 6 年度末現在で 5 件が借受中。 

なお、貸付料の納付について 1 借受者で未納が発生している（計画的に納付中）。 

 （3）畜産クラスター機械導入リース事業 

令和 6 年度中に 1 件の償還が完了し、令和 6 年度末現在で 4 件が借受中。 

 

 

８ 養豚経営安定対策補完事業等 

   ＡＳＦ侵入防止緊急支援事業を推進するために、取組主体として鹿児島配飼協養豚振興会を令和

元年度に設立し、当協会が事務局となり各事業推進に努めた。 

 

 

９ 関係機関・団体等が行う事業への参画 

   関係機関・団体等が行う防疫対策や（一社）全日本畜産経営者協会等が行う振興対策などの事業

に協力し、畜産経営の安定向上に努めた。 


